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情報通信審議会 
「IoT／ビッグデータ時代に向けた新たな情報通信政策の在り

方」に関する第2次中間答申について 
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データ利活用に関する取組の現状 
（IoTサービス創出支援事業） 
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データ利活用に関する取組の現状 
（IoT推進コンソーシアム) 
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情報通信審議会における検討状況 
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１．ネットワーク（含：人材） 

① IoTを支えるネットワークインフラの在り方 
② 上記のネットワークを運用管理するために必要な技能、訓練の場、技能の認定の在り方 
③ サイバーセキュリティに関する対策・人材育成の在り方（※） 

２．プラットフォーム（※※） 

① ２０２０年に向けた、おもてなしクラウド基盤の在り方 
② 医療・健康等分野におけるデータ利活用基盤の在り方（※） 
③ 放送番組のネット配信や、スマートテレビによる放送通信連携サービスに関する技術基盤等の在り方（※） 
④ 官民のサービスにおける、マイナンバーカード・公的個人認証サービスの利活用促進の在り方（※） 

３．データ（ｺﾝﾃﾝﾂ）利活用 

① 通信、放送、医療、農業、都市/住まいなど、身近な分野におけるデータ利活用ルールの在り方（※） 
② インターネット経由の放送コンテンツ配信に関するルール等の在り方（※） 

４．横断的課題 

①  IoTの地域実装の推進の在り方（※） 
② ＡＩの社会実装のための研究開発や環境整備の在り方（※） 
③ 国際標準化の在り方（※） 
④ 2020年に向けた社会全体のＩＣＴ化の在り方（※） 
⑤ IoTの担い手となる企業におけるIoT利用推進とIoT関連投資の促進策の在り方 

検討事項 

※   詳細は、当委員会とは別の場で検討予定。 
※※ ＩＣＴを利用するための基盤となるハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク等。 
      これらの基盤を活用し、サービス運営する主体（情報通信白書など） 
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